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田
たなべだいこん

辺大根
（旬：11～ 1月）
普通の大根に比べて先の方
が太くなっており、やわら
かく甘みがある大根。

〈なにわの伝統野菜の原産地市町村〉

引用：「大阪府庁＞なにわの伝統野菜」https://www.pref.osaka.lg.jp/o120090/no-
sei/naniwanonousanbutu/dentou.html

勝
こつまなんきん

間南瓜
（旬：7～ 8月）
大阪市西成区玉出町（旧勝
間村）発祥のかぼちゃ。西
洋かぼちゃと比べて水分が
多く、小型ではあるが、高
齢者や子どもが食べやすい
食感が人気で、様々な味付
けにも適している。

天
てんのうじかぶら

王寺蕪
（旬：11～ 1月）
ツタが地面から浮き上がる
特徴があり、「浮き蕪」と
いう別称がある。葉や茎も
食べやすく、煮物や漬物の
がおすすめ。

難
なんばねぎ

波葱
（旬：12～ 2月）
外国から大阪難波に渡来し
てきた、九条葱や千住葱の
祖先ともいわれている葱。
免疫力を上げる硫化アリル
を多く含みながらえぐ味が
少なく、ほどよい甘みを堪
能できるため人気な食材。

金
きんときにんじん

時人参
（旬：12～ 2月）
別名「大阪人参」。普通の人
参と比べて赤みが強いため、
彩りのために取り入れられ
ることもあるが、肉質はや
わらかく香り高いため、他
地域でも知名度が高い。

大
おおさかくろな

阪黒菜
（旬：10月下旬～ 3月中旬）
耐寒性の強い青菜で、寒さ
が強い時期には黒光りする
ことから命名。抗酸化力や
ビタミンCなどの栄養価が
高いことで有名。「大阪白
菜」とは、香りや食感が異
なる。

特別企画

ごご当当地地食食文文化化 ─大阪府─①

「なにわの伝統野菜」とその魅力

治療食等献立・調理技
術

治療食等献立・調理技
術
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巻
頭
言

日
本
病
院
調
理
師
協
会
は
、
病
院
・
福

祉
施
設
に
従
事
す
る
調
理
師
の
資
質
お
よ

び
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、国
民
の
長
寿
、

福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
時

代
の
流
れ
に
あ
っ
た
役
割
を
果
た
す
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
現
在
の
日
本
は
食
に
関
し

て
飽
食
の
時
代
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
の
問

題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が

生
活
習
慣
病
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
「
保
健

機
能
食
品
（
特
定
保
健
用
食
品
・
栄
養
機

能
食
品
・
機
能
性
表
示
食
品
）」
な
ど
機

能
を
強
化
す
る
食
品
が
制
度
化
さ
れ
ま
し

た
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
や
、
そ
の
国
の

豊
か
さ
に
よ
っ
て
も
、
食
品
が
も
つ
機
能

の
重
要
性
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

こ
れ
か
ら
の
病
院
調
理
師
は
？

病
院
食
を
入
院
中
だ
け
の
食
事
と
捉
え

な
い
で
、
退
院
後
も
家
庭
の
献
立
に
加
え

て
継
続
的
に
調
理
を
す
る
よ
う
に
願
い
ま

す
。そ

の
理
由
は
、
病
院
で
の
治
療
が
終
わ

っ
て
自
宅
に
戻
っ
た
後
、
病
院
で
提
供
す

る
食
事
が
家
庭
で
再
現
で
き
な
い
の
で

は
、
体
調
管
理
が
難
し
く
な
り
再
入
院
と

い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。そ
こ
で
、

調
理
上
の
工
夫
と
安
心
安
全
な
食
事
の
作

り
方
を
家
族
の
方
に
教
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

重
要
な
の
は
入
院
中
の
食
事
よ
り
退
院

後
の
食
事
で
あ
り
、
病
院
療
養
か
ら
長
い

時
間
を
過
ご
す
在
宅
で
の
療
養
に
つ
な
げ

る
と
い
う
意
識
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

病
院
調
理
師
の
未
来
に
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン

入
院
中
の
食
事
は
、
治
療
食
と
し
て
安

全
に
食
べ
ら
れ
て
い
て
も
、
退
院
後
の
食

事
も
重
要
で
あ
り
、
安
全
な
食
事
を
家
族

が
無
理
な
く
家
庭
で
作
れ
る
よ
う
に
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
退
院
後
も

病
院
の
食
事
と
同
じ
よ
う
に
「
自
宅
で
作

れ
る
病
院
の
治
療
食
」
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
病
院
調
理
の
高
度
な
専
門
性
を

生
か
し
、
患
者
さ
ん
の
退
院
時
に
お
け
る

調
理
指
導
が
病
院
調
理
師
の
重
要
な
業
務

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
信
じ
て

い
ま
す
。

将
来
に
向
け
病
院
調
理
師
は
、
院
内
だ

け
で
は
な
く
、
院
外
に
お
い
て
の
治
療
食

の
作
り
方
な
ど
を
退
院
後
の
患
者
の
家
族

に
指
導
し
、
ま
た
高
齢
者
に
お
い
て
は
、

そ
の
家
族
と
一
緒
に
よ
り
良
い
食
事
の
作

り
方
を
考
え
、
高
齢
者
の
食
生
活
の
向
上

に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。「
自
宅
で

家
族
が
作
れ
る
病
院
治
療
食
・
高
齢
者
食
」

を
指
導
す
る
な
ど
院
内
の
み
な
ら
ず
院
外

に
お
い
て
も
そ
の
専
門
性
を
求
め
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
在
宅
療
養
で
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
目
的
と
し
た
「
各
家
庭
で

で
き
る
治
療
食
の
在
り
か
た
」
の
検
討
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
高
齢
者
の
低
栄
養
の
原
因
は
食

事
摂
取
量
の
減
少
で
あ
り
、「
生
活
の
質
」

を
維
持
す
る
た
め
に
は
「
健
康
維
持
の
た

め
の
適
切
な
栄
養
管
理
」が
不
可
欠
で
す
。

医
薬
の
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は

岡
部　

伸
雄

一
般
社
団
法
人
日
本
病
院
調
理
師
協
会
　
会
長

病
院
調
理
師
の
現
実
と
将
来
へ
の
展
望
は
い
か
に
!!

こ
れ
か
ら
の
病
院
調
理
師
～
未
来
と
将
来
へ
の
見
通
し
～
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な
い
で
す
が
、
適
切
な
食
事
を
す
る
と
い

う
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
す
。
身
体
を
疾

患
か
ら
守
り
、
ま
た
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も

「
自
分
で
自
身
の
健
康
を
管
理
す
る
」
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
た
め
に
は

「
家
庭
で
食
べ
る
治
療
食
・
高
齢
者
食
」

が
必
要
不
可
欠
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
は
い
つ
ま
で
も
家
族
で
食
卓
を
囲
み
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
嚥

下
調
整
食
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
食

べ
る
意
欲
に
大
き
く
影
響
す
る
食
感
・
好

み
・
色
彩
・
香
り
な
ど
で
食
べ
る
意
欲
を

高
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

少
し
ず
つ
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
食
べ
る
た
め
の
身
体
を
つ
く
る
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
が
食
べ
る
た
め
の
身
体
を

つ
く
る
“
栄
養
ケ
ア
”
の
た
め
の
嚥
下
調

整
食
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
病
院
調
理
師
の
使
命
は
、

そ
の
専
門
性
を
活
か
し
て
院
内
、
院
外
を

問
わ
ず
食
を
通
し
て
人
々
の
健
康
と
幸
せ

に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
病
院
調
理
師
は
国
家
資
格
で
あ

る
「
給
食
用
特
殊
料
理
専
門
調
理
師
」、

お
よ
び
弊
会
が
主
催
す
る
「
病
院
調
理
師

認
定
資
格
」
を
積
極
的
に
受
験
し
、
自
身

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

給
食
の
資
質
向
上
に
寄
与
し
、
病
院
調
理

師
と
し
て
の
地
位
の
確
立
を
目
指
し
て
ゆ

き
ま
す
。

今
後
、「
給
食
用
特
殊
料
理
専
門
調
理

師
」「
病
院
調
理
師
認
定
資
格
者
」が
増
え
、

全
国
の
病
院
、
学
校
、
福
祉
施
設
、
老
健

施
設
の
各
職
場
に
有
資
格
者
を
置
く
よ
う

に
す
れ
ば
、
治
療
食
、
高
齢
者
食
な
ど
が

確
実
に
向
上
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
協
会

様
と
共
に
病
院
調
理
師
と
し
て
、
日
本
の

給
食
の
資
質
向
上
に
貢
献
し
て
ゆ
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
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１
食
材
費
や
人
件
費
が
高
騰
す
る
中
、

入
院
時
食
事
療
養
費
が
改
定
さ
れ
る

２
０
２
２
年
2
月
に
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
の
前
後
か
ら
、
世
界
的
に
小
麦

や
菜
種
な
ど
の
食
品
原
料
相
場
が
高
騰

し
、
さ
ら
に
原
油
価
格
の
高
騰
に
伴
っ
て

物
流
費
や
加
工
費
も
上
昇
、
急
激
に
進
ん

だ
円
安
が
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
掛
け
た
。

食
品
メ
ー
カ
ー
で
は
、
内
容
量
を
減
ら

し
て
値
段
を
据
え
置
く
「
ス
テ
ル
ス
値
上

げ
」
や
、
需
要
家
が
負
担
を
感
じ
に
く
い

小
幅
な
値
上
げ
を
繰
り
返
し
、
需
要
家
に

よ
る
買
い
控
え
へ
の
影
響
を
極
力
抑
制
し

て
き
た
が
、
２
０
２
２
年
以
降
は
、
全
面

的
な
価
格
改
定
に
踏
み
切
る
動
き
が
相
次

い
で
い
る
。

給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
お
い
て
も
、
食

材
が
高
騰
し
最
低
賃
金
が
上
昇
す
る
中

で
、
収
益
性
が
低
下
、
止
む
を
得
ず
契
約

更
新
な
ど
に
受
託
価
格
を
引
き
上
げ
る
動

き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
昨
今
の
社
会
情

勢
を
鑑
み
て
、
病
院
や
高
齢
者
施
設
の
理

解
も
比
較
的
得
や
す
く
、
給
食
サ
ー
ビ
ス

企
業
は
粘
り
強
く
価
格
交
渉
を
行
っ
て
い

る
。病

院
給
食
な
ど
公
定
価
格
が
決
ま
っ
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
は
、
直
営
給
食
の

場
合
は
、
入
院
患
者
や
入
所
高
齢
者
に
価

格
転
嫁
で
き
ず
、
そ
の
経
営
を
圧
迫
し
、

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
低
下
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
状
況
に
あ
る
。
一
方
、
委
託
給

食
の
場
合
は
、
委
託
単
価
（
受
託
単
価
）

が
公
定
価
格
を
上
回
る
状
況
と
な
り
、
食

材
料
費
や
人
件
費
の
高
騰
が
赤
字
幅
を
拡

大
さ
せ
て
い
る
。

病
院
給
食
の
現
場
は
危
機
的
状
況
に
陥

っ
て
い
る
。

公
益
社
団
法
人
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食

協
会
が
会
員
企
業
を
対
象
に
実
施
し
た
調

査
に
よ
る
と
、病
院
給
食
の
委
託
単
価（
給

食
サ
ー
ビ
ス
企
業
か
ら
見
る
と
受
託
単

価
）
は
、
２
０
１
８
年
は
１
７
９
６
円
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
食
材
料
費
や
人
件

費
の
高
騰
に
よ
り
、
２
０
２
２
年
に
は
１

９
９
７
円
に
上
昇
し
、
入
院
時
食
事
療
養

費
１
９
２
０
円
と
の
差
額
は
マ
イ
ナ
ス
77

円
と
な
り
、
食
事
を
提
供
す
る
ほ
ど
赤
字

が
増
加
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。

そ
の
様
な
状
況
下
、
２
０
２
３
年
12
月

に
、
厚
生
労
働
省
の
社
会
保
障
審
議
会
医

療
保
険
部
会
が
入
院
時
食
事
療
養
費
の
引

き
上
げ
を
了
承
、
１
９
９
７
年
以
来
、
約

30
年
ぶ
り
の
見
直
し
と
な
っ
た
。

メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
市
場
の
展
望

株
式
会
社
　
矢
野
経
済
研
究
所

フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
　
加
藤
　
肇

特
別
研
究
員

〈入院時食事療養費の改定内容〉

食事療養の費用算定額 改正前 改正後

入院時食事療養（Ⅰ）（1食につき）
（1）（2）以外の食事療養を行う場合

640円 670 円

（2）流動食のみを提供する場合 575円 605 円

入院時食事療養（Ⅱ）（1食につき）
（1）（2）以外の食事療養を行う場合

506円 536 円

（2）流動食のみを提供する場合 460円 490 円
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令
和
6
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に
合
わ

せ
て
見
直
さ
れ
、
1
食
に
つ
き
６
４
０
円

の
入
院
時
食
事
療
養
費
が
６
７
０
円
（
流

動
食
の
み
提
供
す
る
場
合
は
５
７
５
円
か

ら
６
０
５
円
）
に
増
額
さ
れ
た
。
こ
の
算

定
額
は
２
０
２
４
年
6
月
1
日
か
ら
適
用

さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
引
き
上
げ
が
病
院
給
食
の
経
営

現
状
を
大
き
く
改
善
す
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
が
、
給
食
業
界
に
と
っ
て
も
歓
迎
す

べ
き
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

２
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給

食
の
現
状

医
療
や
介
護
の
現
場
に
お
け
る「
食
事
」

と
「
栄
養
」
は
、
入
院
患
者
や
入
所
高
齢

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
、
そ
し
て
、
入
院
期
間

の
短
縮
化
や
介
護
度
の
改
善
に
貢
献
し
て

い
る
。

各
種
制
度
の
改
定
や
栄
養
に
対
す
る
認

識
の
変
化
か
ら
、
こ
こ
ま
で
市
場
拡
大
し

て
き
た
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
（
病
院
給
食
、

高
齢
者
施
設
給
食
）
で
あ
る
が
、
前
者
は

病
院
数
と
病
床
数
の
減
少
か
ら
微
減
傾
向

が
続
き
、
後
者
は
新
設
施
設
の
減
少
か
ら

一
時
期
の
勢
い
は
な
い
。

■
病
院
給
食

病
院
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い

る
。
手
術
件
数
や
平
均
在
院
日
数
な
ど
、

病
院
比
較
が
容
易
と
な
り
、
病
院
間
の
患

者
獲
得
競
争
が
強
ま
る
中
、
患
者
か
ら
選

ば
れ
る
病
院
と
な
る
た
め
に
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
的
向
上
が
重
要
と
な
る
。
行
き
過

ぎ
た
経
費
削
減
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
は

患
者
満
足
度
の
低
下
を
招
く
。

こ
こ
で
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
病
院
は
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

向
上
の
一
つ
で
あ
る
食
事
の
質
的
向
上
を

目
指
す
が
、
こ
れ
を
直
営
で
行
う
に
は
コ

ス
ト
負
担
が
大
き
く
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

も
少
な
い
。
ま
た
、
直
営
に
は
人
件
費
の

固
定
化
や
、
管
理
経
費
の
負
担
も
大
き
い

こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
外
部
委
託
す
る
こ
と

で
、
経
営
の
効
率
化
が
図
れ
る
こ
と
に
な

る
。給

食
サ
ー
ビ
ス
企
業
が
病
院
受
託
を
獲

得
す
る
た
め
、
一
時
期
、
激
し
い
値
引
き

競
争
が
行
わ
れ
た
が
、
現
在
は
、
自
社
の

収
益
を
確
保
し
、
無
理
な
値
引
き
を
避
け

る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
人
手
不
足
や
食

材
費
高
騰
を
背
景
に
、
受
託
単
価
の
値
上

げ
が
通
る
環
境
に
あ
り
、
条
件
が
合
わ
な

い
場
合
は
撤
退
も
あ
る
。

人
件
費
、
食
材
費
、
光
熱
費
、
物
流
費

な
ど
が
上
昇
す
る
中
、
患
者
給
食
の
質
を

維
持
す
る
た
め
に
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業

は
コ
ス
ト
面
の
合
理
化
を
進
め
て
い
る
。

メ
ニ
ュ
ー
管
理
か
ら
購
買
ま
で
の
一
元
管

理
、
加
工
食
品
メ
ー
カ
ー
と
の
直
取
引
、

新
調
理
導
入
に
よ
る
現
場
作
業
の
省
力

化
、
共
同
仕
入
機
構
に
よ
る
バ
イ
イ
ン
グ

パ
ワ
ー
の
強
化
な
ど
、
高
品
質
な
給
食
を

提
供
で
き
る
調
達
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ

う
と
努
め
て
い
る
。

病
院
給
食
は
、
病
院
数
や
病
床
数
が
減

少
し
、
病
床
稼
働
率
も
横
這
い
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
病
院
側
の
固
定
費
削
減
や
安

全
性
の
高
い
食
事
提
供
へ
の
要
請
、
入
院

患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
と
食
事
を
通
し
た
治

療
へ
の
取
組
も
あ
り
、
外
部
委
託
率
は
高

い
水
準
に
あ
る
。

病
院
給
食
市
場
は
、
直
営
か
ら
委
託
へ

の
切
り
替
え
や
委
託
業
者
変
更
の
た
め
の

コ
ン
ペ
も
あ
る
が
、
給
食
会
社
側
の
栄
養

士
や
調
理
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
か
ら
、
コ
ン

ペ
へ
の
参
加
見
送
り
や
、
赤
字
事
業
所
か

ら
の
撤
退
も
目
立
っ
て
い
る
。そ
の
結
果
、

委
託
率
の
伸
び
は
鈍
化
し
て
い
る
。一
方
、

食
材
費
や
人
件
費
の
高
騰
か
ら
受
託
単
価

は
上
昇
が
続
い
て
お
り
、
市
場
規
模
は
拡

大
し
て
い
る
。

矢
野
経
済
研
究
所
の
推
定
で
は
、
直
営

（
非
委
託
）
と
委
託
を
合
わ
せ
た
２
０
２

３
年
度
の
病
院
給
食
市
場
は
、
前
年
比
１

０
３
・
1
％
の
１
１
０
１
６
億
円
と
な
っ

た
。こ

の
う
ち
、
病
院
給
食
の
委
託
市
場
は

微
増
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
患

者
給
食
の
質
的
向
上
と
病
院
経
営
の
効
率

化
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

病
院
給
食
に
お
け
る
新
調
理
や
院
外
調

理
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
病
院
の
経
営
改

善
、
ク
ッ
ク
チ
ル
や
真
空
調
理
な
ど
技
術

〈病院給食の市場規模推移（2019 ～ 2023年度）〉

（単位：億円）

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

市場規模 11,529 10,950 10,783 10,687 11,016

前年度比 98.7% 95.0% 98.5% 99.1% 103.1%

＜病院給食の市場規模推移（2019～2023年度）＞
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（出所：矢野経済研究所推定）
※「〈2024年版〉給食市場の展望と戦略」より
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レ
ベ
ル
の
向
上
、
食
の
安
全
・
安
心
を
担

保
で
き
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
設
備
・
ノ

ウ
ハ
ウ
の
導
入
、調
理
現
場
で
の
省
力
化
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
背
景
と
し
た
食
品
ロ
ス
の
削

減
な
ど
、
技
術
の
進
歩
と
時
代
の
流
れ
か

ら
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
新
調
理
や
院

外
調
理
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
。

近
年
、人
手
不
足
に
よ
る
人
件
費
高
騰
、

パ
ー
ト
従
業
員
の
高
齢
化
、
特
に
朝
食
調

理
に
人
が
集
ま
ら
な
い
な
ど
の
理
由
か

ら
、
新
調
理
を
用
い
て
院
外
で
調
理
し
院

内
で
再
加
熱
す
る
Ｃ
Ｋ
・
Ｓ
Ｋ
方
式
が
、

病
院
給
食
で
も
広
が
っ
て
い
る
。

■
高
齢
者
施
設
給
食

２
０
２
３
年
10
月
1
日
現
在
、
我
が
国

の
総
人
口
は
1
億
２
４
３
５
万
人
で
、
こ

の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
３
６

２
２
万
人
で
あ
る
。
総
人
口
に
占
め
る
割

合
、
い
わ
ゆ
る
高
齢
化
率
は
29
・
1
％
で

過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

高
齢
者
施
設
の
施
設
数
、
入
所
定
員
数

（
２
０
２
２
年
10
月
現
在
）
を
み
る
と
、

特
養
は
８
４
９
４
ヶ
所
で
59
・
2
万
人
、

老
健
は
４
２
７
３
ヶ
所
で
37
・
1
万
人
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
１
７
３
２
７
ヶ
所
で

66
・
7
万
人
、
介
護
医
療
院
は
７
３
０
ヶ

所
で
4
・
3
万
人
と
な
っ
た
。

人
口
の
高
齢
化
と
共
に
、
要
介
護
・
要

支
援
者
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
る
。
２

０
２
２
年
度
末（
２
０
２
３
年
3
月
31
日
）

に
お
け
る
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
数

は
６
９
４
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

認
定
者
を
要
介
護
（
要
支
援
）
状
態
区

分
別
に
み
る
と
、
要
支
援
1
：
98
万
人
、

要
支
援
2
：
96
万
人
、
要
介
護
1
：
１
４

５
万
人
、
要
介
護
2
：
１
１
６
万
人
、
要

介
護
3
：
92
万
人
、
要
介
護
4
：
89
万
人
、

要
介
護
5
：
59
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
軽

度
（
要
支
援
1
～
要
介
護
2
）
の
認
定
者

が
約
65
％
を
占
め
て
い
る
。

高
齢
者
施
設
給
食
市
場
の
ベ
ー
ス
と
な

る
高
齢
者
数
、
要
介
護
・
要
支
援
者
数
、

高
齢
者
施
設
数
は
、
以
前
ほ
ど
の
勢
い
は

無
い
も
の
の
、
毎
年
着
実
に
増
加
し
て
お

り
、
利
用
者
の
増
加
が
市
場
規
模
拡
大
に

直
結
し
て
い
る
。
な
お
、
特
養
や
老
健
の

新
設
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
比
較

的
食
事
単
価
の
と
れ
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
新
設
は
堅
調
で
あ
る
。
矢
野
経
済
研
究

所
で
は
、「
特
養
」「
老
健
」「
有
料
老
人

ホ
ー
ム
」
に
加
え
、
２
０
１
８
年
4
月
に

創
設
さ
れ
た
「
介
護
医
療
院
」
を
高
齢
者

施
設
給
食
の
対
象
と
し
て
い
る
。

直
営
（
非
委
託
）
と
委
託
を
合
わ
せ
た

２
０
２
３
年
度
の
高
齢
者
施
設
給
食
の
市

場
規
模
は
、
前
年
比
１
０
２
・
1
％
、
１

０
９
５
５
億
円
と
な
っ
た
。
市
場
は
施
設

の
新
設
に
連
動
し
て
お
り
、
有
料
老
人
ホ

ー
ム
と
介
護
医
療
院
の
新
設
が
市
場
を
牽

引
し
て
い
る
。

市
場
規
模
が
拡
大
し
て
い
る
高
齢
者
施

設
に
お
け
る
給
食
の
外
部
委
託
は
病
院
給

食
以
上
に
進
ん
で
お
り
、
病
院
給
食
市
場

の
伸
び
率
鈍
化
（
病
院
数
・
病
床
数
減
少

に
因
る
）
を
超
え
て
い
る
。

３
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給

食
の
市
場
見
通
し

■
病
院
給
食

病
院
給
食
の
総
市
場
は
微
減
推
移
し
て

お
り
、
２
０
２
８
年
に
か
け
て
も
同
じ
傾

向
が
続
く
と
見
ら
れ
る
。

伸
び
悩
み
の
原
因
は
医
療
行
政
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
高
齢
化
社
会
に
あ
っ

て
、
厚
生
労
働
省
は
医
療
費
の
削
減
を
最

優
先
に
、
長
期
療
養
病
床
の
削
減
、
平
均

在
院
日
数
の
削
減
等
、
病
院
経
営
に
厳
し

い
施
策
が
採
ら
れ
て
お
り
、
病
床
数
の
減

少
が
予
想
さ
れ
る
。

病
院
数
と
病
床
数
の
減
少
、
入
院
日
数

の
短
縮
化
か
ら
、
患
者
給
食
市
場
の
縮
小

が
今
後
も
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
委

託
化
市
場
は
今
後
も
徐
々
に
拡
大
す
る
と

予
想
さ
れ
る
。

病
院
給
食
で
は
、
病
院
の
収
入
で
あ
る

入
院
時
食
事
療
養
費
は
公
定
価
格
で
あ

り
、
病
院
が
食
事
か
ら
得
ら
れ
る
収
入
の

上
限
で
あ
り
、
諸
経
費
を
引
い
た
も
の
か

ら
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
へ
の
支
払
い
と
な

る
。
一
方
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
の
民
間

高
齢
者
施
設
で
は
、
食
事
の
ク
オ
リ
テ
ィ

を
上
げ
る
こ
と
で
、
受
託
価
格
が
高
く
得

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、努
力
が
報
わ
れ
る
。

〈高齢者施設給食の市場規模推移（2019 ～ 2023年度）〉

（単位：億円）

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

市場規模 10,009 10,342 10,547 10,765 10,995

前年度比 103.0% 103.3% 102.0% 102.1% 102.1%

＜高齢者施設給食の市場規模推移（2019～2023年度）＞
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（出所：矢野経済研究所推定）
※「〈2024年版〉給食市場の展望と戦略」より
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そ
の
た
め
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
の
注
力

事
業
領
域
は
病
院
か
ら
高
齢
者
施
設
に
シ

フ
ト
し
て
い
る
。

な
お
、
２
０
２
４
年
6
月
1
日
か
ら
、

入
院
時
食
事
療
養
費
が
1
食
あ
た
り
６
４

０
円
か
ら
６
７
０
円
へ
改
定
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
給
食
受
託
企
業
や
病
院
の
給

食
提
供
コ
ス
ト
が
改
善
さ
れ
、
２
０
２
４

年
度
以
降
の
給
食
市
場
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
に
な
る
。

■
高
齢
者
施
設
給
食

高
齢
者
施
設
給
食
の
総
市
場
は
、
伸
び

率
が
鈍
化
し
た
と
は
い
え
、
今
後
も
暫
く

は
年
率
数
％
程
度
の
ペ
ー
ス
で
施
設
数

（
＝
喫
食
者
数
）
は
増
加
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。

そ
の
中
で
は
、
比
較
的
外
部
委
託
率
の

低
い
特
養
が
、
そ
の
潜
在
市
場
の
大
き
さ

か
ら
期
待
で
き
、
新
設
が
続
く
有
料
老
人

ホ
ー
ム
も
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
長
期
療

養
病
床
の
削
減
策
も
あ
り
、
転
換
型
施
設

も
少
な
か
ら
ず
建
設
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

委
託
市
場
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
新
規

施
設
の
設
立
当
初
か
ら
の
委
託
と
既
存
施

設
で
の
委
託
化
が
進
行
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
、
調
理
現
場
の
人
手
不
足
は
依

然
深
刻
で
あ
り
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
の

撤
退
（
直
営
化
）
や
コ
ン
ペ
へ
の
不
参
加

な
ど
、
給
食
を
委
託
で
き
な
い
小
規
模
施

設
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
完
調

品
な
ど
加
工
食
品
の
レ
ベ
ル
が
向
上
し
、

委
託
給
食
に
頼
ら
な
い
施
設
も
増
加
す
る

で
あ
ろ
う
。

高
齢
者
施
設
給
食
は
治
療
を
目
的
と
す

る
病
院
給
食
と
は
異
な
り
、
病
気
で
な
い

高
齢
者
（
健
常
者
）
を
対
象
に
メ
ン
タ
ル

面
を
中
心
と
す
る
総
合
的
な
ケ
ア
を
目
指

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
1
日
3
回
の

楽
し
い
食
事
は
心
の
ケ
ア
の
意
味
を
持

ち
、
季
節
料
理
、
誕
生
祝
膳
、
イ
ベ
ン
ト

食
、
本
格
料
理
、
調
理
実
演
、
外
食
の
疑

似
体
験
等
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
対
応
が

必
要
で
あ
る
。
病
院
併
設
型
は
別
と
し
て

1
施
設
あ
た
り
の
入
所
定
員
が
少
な
い
た

め
、食
材
を
現
場
発
注
す
る
施
設
も
多
く
、

現
場
ス
タ
ッ
フ
（
調
理
師
、
栄
養
士
）
の

裁
量
も
大
き
い
。
個
食
対
応
（
禁
食
）
や

入
所
定
員
の
少
な
さ
等
非
効
率
な
面
も
多

い
が
、
一
括
受
注
に
よ
る
全
面
受
託
の
可

能
性
が
高
い
。

今
後
は
家
族
を
含
む
利
用
者
に
、
高
齢

者
施
設
は
サ
ー
ビ
ス
内
容
で
選
ば
れ
る
時

代
と
な
り
、
質
の
高
い
楽
し
い
食
事
サ
ー

ビ
ス
は
大
き
な
選
択
要
因
と
な
る
。

一
方
、
厚
生
労
働
省
の
施
策
と
し
て
、

「
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
の
構
築
」

の
号
令
の
も
と
、
予
防
型
介
護
シ
ス
テ
ム

へ
の
転
換
、
地
域
社
会
に
よ
る
介
護
の
包

括
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
施
設
給
付
の
見
直

し
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
施
策
の

中
で
、
高
齢
者
施
設
で
の
食
費
が
個
人
負

担
と
な
っ
た
が
、
入
所
者
が
喫
食
し
な
く

な
る
訳
で
は
な
く
、
食
数
が
減
る
訳
で
も

な
い
。
要
は
個
人
負
担
に
耐
え
る
だ
け
の

充
実
し
た
食
事
提
供
が
な
さ
れ
れ
ば
、
今

後
と
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
ト
レ
ン
ド
に

は
変
わ
り
は
な
い
。

食
事
の
個
人
負
担
化
に
伴
い
、
栄
養
管

理
の
点
数
化
も
重
視
さ
れ
、
栄
養
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
受
け
皿
作
り
も
必
要
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業

の
腕
の
見
せ
所
で
あ
る
。

３
６
５
日
3
食
配
膳
す
る
と
い
う
こ
と

は
相
当
の
負
荷
で
あ
り
、
と
り
わ
け
朝
食

へ
の
人
員
配
置
は
各
施
設
と
も
苦
労
し
て

い
る
。
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
と
っ
て
朝

食
要
員
の
確
保
と
調
理
時
の
省
力
化
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
国
内
で
は
、
長
期
的

に
人
手
不
足
と
賃
金
上
昇
が
予
想
さ
れ
、

処
遇
、
待
遇
ま
で
踏
み
込
ん
だ
労
務
政
策

を
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
食
材

費
の
高
騰
が
続
く
中
で
、
完
調
品
や
真
空

調
理
等
、
様
々
な
方
法
で
省
力
化
、
時
短

化
が
求
め
ら
れ
る
。

４
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給

食
の
市
場
規
模
予
測

■
病
院
給
食

病
院
給
食
に
つ
い
て
は
、
大
前
提
と
し

て
、
国
内
で
は
病
院
数
と
病
床
数
が
長
期

減
少
し
、
公
的
病
院
や
大
学
病
院
な
ど
の

大
規
模
病
院
は
職
員
の
雇
用
問
題
が
あ

〈病院給食の市場規模予測（2024 ～ 2028年度）〉

（単位：億円）

2024年度
(予)

2025年度
(予)

2026年度
(予)

2027年度
(予)

2028年度
(予)

市場規模 11,170 11,220 11,119 11,019 10,921

前年度比 101.4% 100.4% 99.1% 99.1% 99.1%

＜病院給食の市場規模予測（2024～2028年度）＞

11,170 11,220 11,119 11,019 10,921 

101.4% 100.4% 99.1% 99.1% 99.1%
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40%

60%

80%

100%

120%

0

5,000

10,000

15,000

2024年度(予) 2025年度(予) 2026年度(予) 2027年度(予) 2028年度(予)

市場規模 前年度比（億円）

（出所：矢野経済研究所推定）
※「〈2024年版〉給食市場の展望と戦略」より
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り
、
外
部
委
託
も
部
分
委
託
等
か
ら
始
め

て
お
り
、
委
託
化
の
進
展
は
漸
進
的
で
あ

る
。な

お
、
２
０
２
４
年
6
月
1
日
よ
り
入

院
時
食
事
療
養
費
の
改
定
が
あ
り
、
1
日

あ
た
り
の
食
費
が
１
９
２
０
円
か
ら
２
０

１
０
円
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
２
０
２

４
年
度
と
２
０
２
５
年
度
の
市
場
規
模
は

一
時
的
に
拡
大
す
る
が
、
２
０
２
６
年
度

以
降
は
横
ば
い
か
ら
微
減
傾
向
に
な
る
と

推
定
さ
れ
る
。

■
高
齢
者
施
設
給
食

高
齢
者
施
設
給
食
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
年
率
数
％
前
後
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
、

２
０
２
８
年
度
に
は
１
２
３
２
９
億
円
に

達
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

今
後
も
新
規
施
設
の
設
立
当
初
か
ら
の

委
託
と
既
存
施
設
で
の
委
託
化
が
進
行
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

※
本
稿
内
デ
ー
タ
・
情
報
等
の
転
載
・
引

用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
前
に
矢
野
経

済
研
究
所
広
報
チ
ー
ム
宛
ご
連
絡
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
承
諾
い
た
し
か
ね
る
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社
矢
野
経
済
研
究
所
広
報
チ
ー

ム
連
絡
先
：press@

yano.co.jp

〈高齢者施設給食の市場規模予測（2024 ～ 2028年度）〉

（単位：億円）

2024年度
(予)

2025年度
(予)

2026年度
(予)

2027年度
(予)

2028年度
(予)

市場規模 11,235 11,488 11,754 12,039 12,329

前年度比 102.2% 102.3% 102.3% 102.4% 102.4%

＜高齢者施設給食の市場規模予測（2024～2028年度）＞

11,235 11,488 11,754 12,039 12,329 

102.2% 102.3% 102.3% 102.4% 102.4%
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100%
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2024年度(予) 2025年度(予) 2026年度(予) 2027年度(予) 2028年度(予)

市場規模 前年度比（億円）

（出所：矢野経済研究所推定）
※「〈2024年版〉給食市場の展望と戦略」より
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第15回治療食等献立・調理技術
コンテスト開催される
令和6年８月８日（木）～９日（金）
第１５回治療食等献立・調理技術コンテストは、大阪府大阪市天王寺区にある大阪夕陽丘学園短期大学で盛大に行われま
した。コンテストの目的は、「病院等の食の提供に関し、食に対する評価や要望に応じるため、治療食、介護食の献立作成、
調理技術および下処理から盛り付けに至るすべての調理工程についての審査並びに試食を含めたコンテストを実施し、高度
な調理技術の開発、食の資質の向上を行い、入院・入所者に、より良い治療食・介護食を提供することにより、国民医療・
高齢者の福祉の向上に寄与すること」としており、日本メディカル給食協会が開催する事業の中で特に重要とされています。
本レポートでは、コンテスト会場の雰囲気、各部門のハイライトについてお伝えします。

部門 テーマ 課題メニュー

治療食
軽度肥満を伴う妊娠高血圧症 胎児の生育に必要なエネルギー・たんぱく質を十分に摂取で

き、かつ妊娠高血圧症の改善のための継続可能な食事

一般食
長期入院している小児が家族で一緒
に楽しむ記念日の食事

喘息治療のため長期入院中の男児の小学校入学を院内のプレ
イルームにて家族（両親と姉、本人の４人）でお祝いする、
記念日の夕食メニュー

行事食
有料老人ホームで大阪・関西万博を
楽しむお弁当

大阪・関西万博のテーマ事業「いのちの輝くプロジェクト」
を意識した、有料老人ホームで自立した日常を送る方々の昼
食弁当

笑食快膳   8



緑
豊
か
な
歴
史
深
い
舞
台

昔
か
ら
夕
日
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る

夕
陽
ヶ
丘
。
新
古
今
和
歌
集
や
小
倉
百
人

一
首
で
も
知
ら
れ
る
藤
原
家
隆
が
こ
の
地

に
来
て
「
契
り
あ
れ
ば
難
波
の
里
に
や
ど

り
き
て
波
の
入
日
を
お
が
み
つ
る
か
な
」

と
詠
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
園
周
辺

に
は
四
天
王
寺
や
稱
念
寺
（
し
ょ
う
ね
ん

じ
）
な
ど
、
様
々
な
宗
派
の
寺
院
が
立
ち

並
ん
で
い
ま
す
。
天
王
寺
や
な
ん
ば
に
も

行
き
や
す
く
、学
生
か
ら
も
好
評
の
よ
う
。

最
寄
の
地
下
鉄
谷
町
線
の
「
四
天
王
寺

前
夕
陽
ヶ
丘
」
か
ら
歩
い
て
3
分
、「
学

園
坂
」
を
下
る
と
本
コ
ン
テ
ス
ト
会
場
で

あ
る
、
緑
に
囲
ま
れ
た
大
阪
夕
陽
丘
学
園

短
期
大
学
が
見
え
ま
す
。

１
９
５
０
年
に
創
立
さ
れ
、
日
本
で
最

も
歴
史
の
深
い
短
大
の
ひ
と
つ
「
大
阪
女

子
学
園
短
期
大
学
」
が
２
０
０
５
年
に
改

称
さ
れ
て
誕
生
し
た
の
が
現
在
の
大
阪
夕

陽
丘
学
園
短
期
大
学
で
す
。

第
2
回
治
療
食
等
献
立
・
調
理
技
術
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
改
称
前
の
当
学
園
大
学
で

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
２
回
目
と
な

り
ま
す
。

緊
張
が
走
る
前
日
準
備

学
園
内
に
は
各
地
方
か
ら
集
ま
っ
た
実

行
委
員
や
、
選
手
た
ち
が
食
材
や
調
理
器

具
の
準
備
、
設
備
な
ど
の
確
認
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
選
手
た
ち

は
、
第
１
次
書
類
審
査
を
経
て
選
抜
さ
れ

た
精
鋭
メ
ン
バ
ー
で
す
。
治
療
食
部
門
8

チ
ー
ム
、
一
般
食
４
チ
ー
ム
、
行
事
食
４

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

と
課
題
メ
ニ
ュ
ー
に
沿
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で

調
理
技
術
を
競
い
ま
す
。

準
備
を
終
え
た
選
手
た
ち
は
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
に
着
替
え
、
意
気
込
み
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
の
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
１
チ
ー
ム
ず

つ
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
に
立
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
が
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
や
、
評
価

し
て
ほ
し
い
点
な
ど
を
自
分
た
ち
の
言
葉

で
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ポ
ー

ズ
や
決
め
台
詞
は
多
種
多
様
で
、
小
道
具

を
用
い
た
り
、
大
阪
に
ち
な
ん
で
関
西
弁

を
使
っ
た
チ
ー
ム
も
い
て
、
当
コ
ン
テ
ス

ト
へ
の
期
待
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

本
番
前
日
で
あ
っ
た
た
め
、
心
な
し
か

緊
張
し
て
い
る
よ
う
な
姿
が
印
象
的
で
し

た
。意

気
込
み
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
は
当
日
の
動
き
や
選
手
た
ち
の
分

担
に
つ
い
て
な
ど
、
再
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
き
て

お
り
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
必
ず
成
功
さ
せ
る

と
い
う
熱
い
想
い
を
感
じ
ま
し
た
。

㈱日米クック

メーキュー㈱

がんばるぞ
！！

ヤー！！

シップヘルスケアフード㈱

富士産業㈱

おー！！

楽しんで頑
張ります！

特集 『第15回治療食等献立・調理
　　技術コンテスト』開催される
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開
会
式

翌
日
、
同
学
園
大
学
の
体
育
館
に
関
係

者
が
集
ま
り
、開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
阪
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
ノ
リ
の
い
い

音
楽
が
流
れ
た
後
、
田
村
隆
実
行
委
員
長

か
ら
開
式
の
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て

日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
協
会 

平
井
英
司

会
長
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
準
備

に
力
を
入
れ
て
く
れ
た
運
営
ス
タ
ッ
フ
や

本
会
場
を
お
貸
し
い
た
だ
い
た
学
園
の
皆

様
に
感
謝
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン

ス
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
大
阪
で
は
甲
子

園
が
同
日
に
行
わ
れ
て
い
る
最
中
、
そ
の

熱
気
に
負
け
な
い
熱
気
で
競
技
に
望
ん
で

く
だ
さ
い
と
応
援
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
阪
夕
陽
丘
学
園
短
期

大
学　

山
田
清
学
長
よ
り
、
会
場
の
安
全

性
や
当
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
へ
の
想
い
を
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
場
会
社
の
紹
介
を
終
え
る
と
、
株
式

会
社
日
総 

谷
川
氷
河
氏
が
全
選
手
を
代

表
し
て
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
食
事
を

と
お
し
て
感
じ
ら
れ
る
喜
び
を
伝
え
る
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
に
磨
い
て
き
た
技
術
で

競
い
合
い
、
誇
り
を
も
っ
て
競
技
に
臨
む

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
後
ろ
に
構
え
る
64

名
の
選
手
た
ち
は
賛
同
す
る
よ
う
に
ま
っ

す
ぐ
前
を
向
き
、
平
井
会
長
も
ま
た
、
そ

の
選
手
の
真
剣
な
表
情
と
言
葉
を
真
摯
に

受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
、
選
手
た
ち
は
各
調
理
室

に
移
動
し
、
本
番
が
始
ま
り
ま
す
。

㈱LEOC
シダックスフードサービス㈱

四人で力を合わせて！

トーカイフーズ㈱

㈱馬渕商事

楽しむぞ！

がんばるで！
おー！！
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治療食部門

治
療
食
部
門
は
、
軽
度
肥
満
を
伴
う
妊

娠
高
血
圧
症
を
改
善
す
る
た
め
の
継
続
可

能
な
食
事
が
テ
ー
マ
。
１
日
分
の
食
事

（
朝
・
昼
・
夕
の
３
食
）
を
２
時
間
30
分

で
用
意
し
ま
す
。
他
部
門
に
比
べ
て
食
数

が
多
く
、
正
確
さ
と
ス
ピ
ー
ド
が
よ
り
重

要
と
な
る
た
め
、
朝
・
昼
・
夕
食
同
時
平

行
で
調
理
し
て
い
き
ま
す
。
普
段
と
は
異

な
る
調
理
器
具
や
設
備
で
戸
惑
い
も
あ
り

ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
動
線
を
確
保
し
、
円

滑
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

野
菜
の
ヘ
タ
取
り
、
カ
ッ
ト
、
調
味
料

の
軽
量
・
配
合
、
洗
い
物
な
ど
細
か
く
分

担
し
、
効
率
よ
く
調
理
を
行
う
た
め
に
華

麗
な
連
携
を
見
せ
て
く
れ
た
選
手
た
ち
。

い
つ
も
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
よ
う
な
衛

生
管
理
も
当
然
怠
ら
ず
、
プ
ロ
意
識
を
強

く
感
じ
ま
す
。
全
８
チ
ー
ム
が
時
間
内
に

調
理
器
具
の
片
付
け
ま
で
終
え
、
展
示
室

に
ト
レ
ー
を
運
ん
だ
後
は
プ
レ
ゼ
ン
タ
イ

ム
に
進
み
ま
す
。

指示栄養量
（1日合計）

エネルギー1800kcal
たんぱく質65.0g
食塩相当量6.0g未満

食材費
（1名あたり）

1日800円
（朝食220円、昼食290円、夕食290円）

持ち込み 食材：80円以内　※5点以内
演出用品：20円以内

（それぞれ食材費に含める）

調理時間 2時間30分

治療食部門　詳細ルール

10:00　下ごしらえ

12:00　盛り付け・片付け

11:00　本調理

12:30　終了

慣れた包丁さばきでかぼちゃをカットするイフスコヘルス
ケア㈱さん。甘酒と併せて包み焼きするパンプキンカルト
ッチョに使用。

「カルシウムたっぷり切り干し大根おやき」を作る日本ゼ
ネラルフード㈱さん。満腹感のある噛み応えがアピールポ
イント。

朝食の「明太のり玉＆ほっくりポテサラサンド」をさわや
かな包装紙に包む魚国総本社さん。

塩分が高く、敬遠されがちな麺類を出汁や香味野菜と合わ
せ、ヘルシーかつ栄養豊富にしたメニューに仕上げた㈱ニ
ッコクトラストさん。

特集 『第15回治療食等献立・調理
　　技術コンテスト』開催される
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一般食部門

一
般
食
部
門
は
、「
長
期
入
院
し
て
い

る
小
児
家
族
の
夕
食
（
新
一
年
生
の
入
学

祝
い
）」
が
テ
ー
マ
。
７
食
（
家
族
分+

試
食+

予
備
食
）
を
２
時
間
で
用
意
し
ま

す
。
調
理
器
具
や
動
線
の
確
認
は
前
日
の

準
備
で
済
ま
せ
、
各
チ
ー
ム
と
も
、
ス
ム

ー
ズ
に
開
始
し
ま
し
た
。

声
を
か
け
あ
い
な
が
ら
、
調
理
場
と
洗

い
場
を
行
き
来
す
る
選
手
た
ち
。「
未
知

の
世
界
へ
」「
生
き
も
の
や
ス
ポ
ー
ツ
」「
苦

手
な
野
菜
も
お
い
し
く
」「
ア
レ
ル
ゲ
ン

フ
リ
ー
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が

コ
ン
セ
プ
ト
に
合
わ
せ
、
下
ご
し
ら
え
か

ら
本
調
理
、
盛
付
け
に
進
み
ま
す
。
完
了

時
間
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
フ
ロ
ア
全
体
に

緊
張
感
が
走
り
ま
し
た
が
、
時
間
に
余
裕

を
も
っ
て
仕
上
げ
た
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し

た
。

指示栄養量
（1日あたり）

エネルギー700kcal以下
たんぱく質25.0g以下
脂質30.0g以下

食材費
（1名あたり）

1日600円

持ち込み 食材：90円以内　※3点以内
演出用品：100円以内

（それぞれ食材費に含める）

調理時間 2時間00分

一般食部門　詳細ルール

洗う、ゆでる、きざむ、型抜き処理など、手際よくすすめ
るシダックスフードサービス㈱の皆さん。

宇宙旅行をイメージしたコンセプトに合わせ、「天の川の
パスタ」と「宇宙ステーションの帆立ホイル焼き」を仕上
げる㈱日総のみなさん。

10:00　下ごしらえ

11:30　盛り付け・片付け

10:30　本調理

12:00　終了

完成間際の淀川食品㈱の皆さん。12時ちょうどに競技終了
の合図が鳴ると、息つく間もなく代表者はプレゼンテーシ
ョン会場へ向かいます。

手順や進行状況をチェックする一方で、メイン料理「運動
が大好きになる肉巻き」の表面をこんがり焼き上げるトー
カイフーズ㈱の皆さん。
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行事食部門

行
事
食
部
門
は
、「
有
料
老
人
ホ
ー
ム

で
大
阪
・
関
西
万
博
を
楽
し
む
お
弁
当
」

が
テ
ー
マ
。
４
食
（
展
示
用
１+
試
食
２

+

予
備
食
１
）
を
２
時
間
で
用
意
し
ま
す
。

昼
食
1
食
あ
た
り
、
９
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
と

コ
ン
テ
ス
ト
の
中
で
最
も
1
食
あ
た
り
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

2
倍
を
超
え
る
倍
率
の
中
、
さ
す
が
一

次
審
査
を
ク
リ
ア
し
た
４
チ
ー
ム
。
関
西

万
博
の
テ
ー
マ
事
業
「
い
の
ち
輝
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
、
世
界
各
国
を
意
識
し
た

献
立
は
、ど
れ
も
華
や
か
で
品
数
も
豪
華
。

各
チ
ー
ム
、
実
技
終
了
後
の
認
定
要
件
の

確
認
作
業
も
し
っ
か
り
行
っ
て
い
る
様
子

で
し
た
。

10:00　下ごしらえ

11:30　盛り付け・片付け

10:30　本調理

12:00　終了

行事食部門　詳細ルール
指示栄養量

（1名あたり）
エネルギー900kcal
たんぱく質30.0g
脂質30.0g以下

食材費
（1名あたり）

1日800円

持ち込み 食材：120円以内　※3点以内
演出用品：100円以内

（それぞれ食材費に含める）

調理時間 2時間00分

調味料の計量と、食材の下ごしらえを手際よくすすめる㈱
ニチダンの皆さん。

作業台が常に整頓。役割分担がスムーズな㈱グリーンハウ
スの皆さん。

「世界を旅するお弁当」の手際よく盛付けの仕上げをすす
める㈱LEOCの皆さん。

完成間際の㈱馬渕商事の皆さんのお弁当。手毬寿司、天ぷ
ら、世界の料理を美しく盛付けていく。

特集 『第15回治療食等献立・調理
　　技術コンテスト』開催される
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審
査
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

す
べ
て
の
競
技
が
無
事
に
終
了
し
、
選

手
た
ち
は
安
堵
し
た
表
情
で
調
理
室
を
後

に
し
ま
し
た
。
選
手
た
ち
の
お
昼
休
憩
の

間
に
、
審
査
委
員
が
す
べ
て
の
作
品
を
試

食
し
、
各
審
査
項
目
に
沿
っ
て
評
価
し
て

い
き
ま
す
。

ど
の
部
門
も
色
彩
や
季
節
感
が
考
慮
さ

れ
て
お
り
、
食
材
の
価
格
や
全
体
量
が
適

正
で
あ
る
こ
と
が
共
通
の
審
査
内
容
と
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
治
療
食
で

は
テ
ー
マ
の
疾
病
を
理
解
し
、
規
定
の
栄

養
素
を
守
り
つ
つ
自
宅
で
も
取
り
入
れ
や

す
い
献
立
、
一
般
食
で
は
記
念
日
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
工
夫
が
施
さ
れ
て

い
る
献
立
、
行
事
食
で
は
お
弁
当
な
ら
で

は
の
楽
し
み
を
感
じ
ら
れ
る
献
立
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も

細
か
く
審
査
項
目
が
分
か
れ
て
い
る
た

め
、
審
査
員
の
皆
さ
ん
は
時
折
手
を
と
め

て
熟
考
す
る
様
子
も
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当

す
る
各
チ
ー
ム
の
代
表
選
手
は
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
会
場
に
移
動
し
、
自
身
ら
が

作
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
紹
介

し
ま
す
。
2
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
タ
イ
ム
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
1

秒
超
過
ご
と
に
減
点
が
あ
り
、
審
査
に
大

き
く
響
く
た
め
、
会
場
に
は
緊
張
感
が
走

り
ま
し
た
。

別
室
に
は
応
援
席
が
設
け
ら
れ
、
応
援

の
た
め
に
全
国
か
ら
駆
け
付
け
た
各
会
社

の
関
係
者
た
ち
が
選
手
た
ち
の
姿
を
モ
ニ

タ
ー
越
し
に
見
守
り
、
応
援
し
て
い
る
会

社
、
選
手
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

運
命
の
結
果
発
表

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
終
え
た
チ
ー

ム
か
ら
大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
の
シ
ェ

ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
に
移
動
し
、
大
和

の
間
に
て
表
彰
式
・
懇
親
会
・
閉
会
式
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
村
隆
実
行
委
員
長
、
日
本
メ
デ
ィ
カ

ル
給
食
協
会 

平
井
英
司
会
長
、
厚
生
労

働
省 

医
政
局
地
域
医
療
計
画
課 

医
療
関

連
サ
ー
ビ
ス
室 

武
田
豊
室
長
よ
り
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
後
、（
公
社
）
全
日
本
病

院
協
会 

常
務
理
事 

須
田
雅
人
審
査
委
員

長
よ
り
審
査
総
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
を
待
つ
間
、（
一
財
）
医

療
関
連
サ
ー
ビ
ス
振
興
会 

古
川
康
之
常

務
理
事
の
乾
杯
の
音
頭
と
共
に
、
立
食
で

の
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち

の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
き
た
こ
ろ
、
表
彰
授

与
が
始
ま
り
ま
し
た
。

日
本
医
師
会
長
賞
か
ら
順
に
発
表
さ
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部門別受賞一覧
受賞名 治療食部門 一般食部門 行事食部門

厚生労働大臣賞 富士産業㈱
厚生労働省医政局長賞 イフスコヘルスケア㈱ トーカイフーズ㈱ ㈱グリーンハウス
全日本病院協会会長賞 メーキュー㈱ ㈱日総 ㈱LEOC
日本医師会会長賞 ㈱ニッコクトラスト
日本病院会会長賞 ㈱日米クック
日本医療法人協会会長賞 日本ゼネラルフード㈱
医療関連サービス振興会理事長賞 淀川食品㈱ ㈱馬渕商事
日本病院調理師協会会長賞 シップヘルスケアフード㈱
日本メディカル給食協会会長賞 ㈱魚国総本社 シダックスフードサービス㈱ ㈱ニチダン

れ
、
檀
上
に
上
が
っ
た
選
手
た
ち
に
拍
手

と
歓
声
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
苦
楽
を
共
に

し
た
仲
間
や
、
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
に

感
謝
を
告
げ
、
感
情
が
込
み
入
り
、
涙
を

流
す
選
手
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
治
療
食
部
門
に

贈
ら
れ
る
厚
生
労
働
大
臣
賞
で
す
。
ド
ラ

ム
ロ
ー
ル
が
鳴
り
響
い
た
後
、
モ
ニ
タ
ー

に
映
さ
れ
た
の
は
「
富
士
産
業
㈱
」。
今

日
一
番
の
拍
手
と
歓
声
が
会
場
を
包
み
込

み
、
受
賞
し
た
選
手
た
ち
は
足
早
に
壇
上

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

代
表
者
は
マ
イ
ク
を
に
ぎ
り
し
め
、「
今

ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
き
た
成

果
が
結
果
に
現
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。」

と
笑
顔
で
コ
メ
ン
ト
し
、
表
彰
状
と
優
勝

盾
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
医
政
局
長
賞
、
全
日
本
病
院

協
会
会
長
賞
が
発
表
さ
れ
、
閉
会
式
へ
と

続
き
ま
し
た
。

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
、
様
々
な
事
業
所

で
働
く
者
同
士
が
集
ま
り
、
全
力
で
給
食

に
向
き
合
っ
た
経
験
は
貴
重
で
す
。
今
日

の
こ
と
を
ど
う
か
忘
れ
ず
に
、
普
段
の
業

務
に
も
生
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
。

次
回
２
０
２
６
年
に
開
催
さ
れ
る
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
告
知
さ
れ
ま
し
た
。
2
年
後
は
ど
の
よ

う
な
選
手
た
ち
が
集
ま
り
、
ど
の
よ
う
な

メ
ニ
ュ
ー
が
披
露
さ
れ
る
の
か
期
待
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
各
賞
の
受
賞
結
果
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

大
阪
夕
陽
丘
短
期
大
学 

山
田
清
学
長
か
ら

選
手
の
意
気
込
み
や
調
理
の
様
子
を
見

て
い
て
、
技
術
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
高
さ

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
私
は
審
査
委
員
と

し
て
も
参
加
し
、
試
食
を
行
っ
た
の
で
す

が
、
ど
の
チ
ー
ム
も
レ
ベ
ル
の
高
い
メ
ニ

ュ
ー
ば
か
り
で
甲
乙
つ
け
が
た
く
、
大
変

苦
労
い
た
し
ま
し
た
。
本
学
園
に
も
「
食

物
栄
養
学
科
」「
製
菓
ク
リ
エ
イ
ト
コ
ー

ス
」
と
い
う
食
に
か
か
わ
る
学
科
・
コ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
け
た
刺
激
を
学

生
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
公
財
）
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル

給
食
協
会
様
、
会
員
企
業
の
皆
様
の
こ
れ

か
ら
の
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

特集 『第15回治療食等献立・調理
　　技術コンテスト』開催される
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受賞を受けて
　第15回治療食等献立・調理技術コンテストにおいて参加された各企業のうち、「厚生労働大臣賞」「厚生労働省医
政局長賞」を受賞された皆様に、コンテストに向けて取り組んできたことなど、コメントをいただきました。

　厚生労働大臣賞〈治療食部門〉　

　

富士産業㈱
この度は、厚生労働大臣賞という栄誉ある賞をいただき、とても嬉しく思います。一次審査の献立作成におい

ては対象者にとって、より良い食事となるよう、アイディアを出し合い夜遅くまで考えた日もありました。
そして、無事に一次審査を通過したと連絡を受けたときは、嬉しさと達成感でいっぱいになったのと、これか

ら始まる実技審査に向けての練習への不安を感じました。
最初のころの練習では、緊張からか沈黙の作業になりがちで、制限時間も大幅にオーバーしてしまい、気持ち

が落ちてしまうこともありました。それでも毎週練習を重ね、作業工程や盛り付けなど数多くの試行錯誤を繰り
返し、自分たちの自信へと繋げることができました。本番では、練習の成果を発揮し、全力を出し切ることがで
きたと思います。苦難も沢山ありましたが、この４人のメンバーだから最後まで乗り越え、素晴らしい賞を得る
ことができたと思います。チームで目標に向かって一生懸命頑張り、努力が報われ、涙した瞬間を忘れることは
ありません。

また、私たちがスムーズに練習できるようにサポートをしてくださった方々、応援をしてくださった方々には
感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。これからも日ごろの業務で恩返しができるよう
に全力でがんばります！

そして、今回のコンテストで得られた知識や技術を多くの後輩に伝授できるように自分自身の経験を積んで、
探求心を持って業務に励みたいと思います。
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　厚生労働省医政局長賞〈治療食部門〉　

イフスコヘルスケア㈱
治療食コンテストに出場させていただけて最高に幸

せを感じました。メンバー全員の心持が高くぶつかり
合う言葉や意見交換さえ楽しく、あんなに楽しい時間
はこのコンテストがなかったら経験することもなかっ
たと思います。結果、厚生労働省医政局長賞という光
栄な賞をいただくことができ、このメンパーの栄光に
なり、幸せな気持ちでいっぱいです。コンテストを開
催運営してくださった方々にも深く感謝します！この
ような経験をさせていただき、 本当にありがとうござ
いました！（山品里絵子）

当曰はハプニングが起きながらも、必ずできるよ！
間に合うから！！の掛け声で、品数多めで多種多様な
調理を制限時間内に終了させることが、できました。
担当したプレゼンも、メンパーの意見を反映させた文
章考案と練習課題をクリアし、当日講堂モニターで観
ていた方々より、私のプレゼン発表後から拍手が沸き起こったと間いたときは、安堵と感極まる思いでした。通
常業務とは別感覚な緊張感を、刺激に挑める機会をありがとうございました。（三津屋ゆかり）

今回このような大きなコンテストに参加でき、貴重な体験をさせてもらえたことは大変光栄で、イフスコで携
わっていただいた皆様には感謝しかありません。ありがとうございました。数々のチームの丁寧な作り方を見る
ことができたことは、これからの仕事に対する向き合い方に大きな刺激となりそうです。同じチームのメンバー
とは今後も相談し合えるような付き合いができればと思います。（坂野辰夫）

通常は違う事業所で勤務している４人で、経験から意見がぶつかることもありましたが、何度も試行錯誤を繰
り返し、たくさんたくさん練習し、当日を迎えました。協力していただいた福井、大阪事務所の方、ありがとう
ございました。本音を言い合えたからこそ、料理もチームワークも自慢できるくらいばっちり！のパーフェクト
なチームでコンテストに参加することができて、本当に嬉しかったです。（八田早織）

特集 『第15回治療食等献立・調理
　　技術コンテスト』開催される
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　厚生労働省医政局長賞〈一般食部門〉　

トーカイフーズ㈱
この度は、貴重な経験をさせていただきありがとう

ございました。出場が決まったとき、「審査に通ると
は」、「全国大会に参加できるとは」と、不安と喜びと
複雑な気持ちが入り混じっていました。しかし出場メ
ンバーは気持ちの切り替えが早く、私の心配をよそに、
すぐに対応してくれました。

私は選手ではなく付添人として参加しました。選手
の身の回りのお世話役をさせていただきました。まず
は調理できる場所（審査会場で使用されている作業台、
調理器具等に近い条件の所、少しでも長時間利用でき
る場所）を探しました。

練習初日。打ち合わせ、メンバーは話が盛り上がり
一度作ってみよう。イメージをイラストにしていたも
のを再現するのは大変でもあり、わくわくしました。
何度も練習を重ねるごとにメンバーとのコミュニケー
ションも取れるようになり、沢山のアイデアが生まれ奇跡も起き素晴らしい作品ができました。それぞれ培って
きた経験や知識、技術を出し合いながらコンテストに向けて一丸となって練習してきた時間は、メンバーの前向
きな姿勢から学ぶべきことが多くとても良い経験になりました。

本番、想像通り緊張していました。あれだけ練習しても動きが鈍くなってしまうのか、モニター越しに見学して
いたこちらにも伝わってきて私も緊張してしまいましたが、頑張った結果、厚生労働省医政局長賞という名誉ある
賞をいただけたのはメンバーを支えてくださった各現場の方々のお陰だと思っています。また、大会を運営してく
ださった協会の関係者の皆様にも深く御礼申し上げます。

他社様の展示を拝見させていただいた時は、そのクオリティとコンセプトの忠実さには驚きと学びの連続でした。
今大会で学んだことを生かし、より良いサービスを提供できるよう、努めてまいります。ありがとうございま

した。
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　厚生労働省医政局長賞〈行事食部門〉　

（株）グリーンハウス
このたびは、第15回治療食等献立・調理技術コン

テストを開催いただきありがとうございました。当社
では、出場に向けて全国の各支社から代表メンバーが
選ばれ、本番と同じ条件下で社内選考会が行われまし
た。そこで、優勝チームがコンテストにエントリーを
行い、そこから１次審査、本番という長い道のりでし
た。その中で、普段は異なる営業所で働くチームメン
バーと繰り返し練習を行うことで、それぞれに信頼と
自信が生まれました。その姿を見ていた多くの方々よ
り、調理からプレゼンまで、メンバーの一員のように
なって真剣なアドバイスをいただき、改善を重ねてま
いりました。そのおかげで、内容すべてが洗練され、
色々な方の想いが詰まった素晴らしいお弁当に仕上
がったと感じています。会社全体がワンチームとなり
進められたことが、このたびの受賞につながったと思
います。

本コンテストで作成されたどのお弁当も彩り良く素晴らしい内容であったと感じています。調理終了後、すべて
の作品をそのような気持ちで観覧しているときに、他社の出場選手より声がかかり、お弁当の内容をほめていただ
く嬉しいひとときもありました。私たちがお弁当に込めた『多様性の認め合い』の想いのように、さまざまな会社
の方が腕に磨きを掛け、素晴らしい作品を作成し、互いに良いところを認め合うことで「給食業界全体がより輝き、
発展していくのだ」とコンテストを通じ実感することができました。

最後に、このたびのコンテストに関わったすべての皆さまへの感謝と更なる業界の発展により食事を食べられ
るたくさんの方に笑顔と幸せが訪れますよう願いを込めて・・・誠にありがとうございました。

特集 『第15回治療食等献立・調理
　　技術コンテスト』開催される
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表紙をめくった当企画①では、「なにわの伝統野菜」についてご紹介しました。大阪には伝統
野菜以外にも有名な食材がたくさんありますが、みなさんがよく目にする食材や定番のメニュー
にも意外なエピソードやルーツが隠れていたり、まだあまり知られていない郷土料理があるかも
しれません。このページでは、そんな大阪の豊かな食文化をさらに深堀りしていきます。
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な
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ら
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ごご当当地地食食文文化化 ─大阪府─②

時代を超えてきた
“粉もん文化”
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スト
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開催記念　特別企画開催記念　特別企画
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 ◆ 患者給食受託責任者資格認定講習会
　当協会2024年度講習会・研修会の計画に沿い、『患者給食受託責任者資格認定講習会』を、６月５～６日の
東京会場（ベルサール高田馬場）を始めとし順次開催しました。
　熱心に講義してくださった講師の皆様、各支部事務局のご協力を得て全国４か所の講習会は東京会場、札幌会
場、福岡会場、大阪会場での開催を無事に終えることができました。関係者の皆様に改めて感謝申し上げます。
  初日の講義は午後からの開始であったため、早朝の仕事を終えてからの参加者なのか、睡魔と暑さに戦いなが
ら90分間の講師の早口に負けずに、分厚いテキストを注視しながら必死にマーカーするマスク姿の受講生の姿
が見られました。２日間、計４人の講師からの解説と、その後は自己研修から演習問題への解答と移り、８月９
日締め切りという義務期間の答案用紙提出に向け、真剣に説明を聞く受講生の姿は印象的でした。
　受講生の総数は昨年より若干少ない状況でした。全会場ごとの参加人数は次のとおりです。

東京会場（ベルサール高田馬場）	 652	 （733）名	
札幌会場（かでる２・７）	 91	 （103）名	
福岡会場（福岡国際会議場）	 311	 （289）名	
大阪会場（大阪国際交流センター）	 475	 （466）名	

（　）内は昨年の参加者数

　　　

研　修　報　告
2024年度 研修会等実績状況
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 ◆ 新規採用栄養士研修会
　『新規採用栄養士研修会』は、７月に全国５か所の会場で実施しました。
　講師については、当協会、栄養士委員会の協力を得て各支部の幹事長の方々に依頼し実施しました。また、賛助会
員でもあるサラヤ（株）にもご協力を得て、全５会場に講師を派遣していただきました。
　新卒者である受講生は、研修会受付で同級生（同じ会社、他社問わず）に会い旧交を温めている姿もありました。
  入社から３か月の時間で周囲を見渡せる余裕が出てきているこの時期に、「衛生管理」、「受託会社の管理栄養士、栄
養士のスキル」をテーマとした半日間の講義でしたが、緊張した態度でメモをとる姿は真剣でした。
　全会場ごとの参加人数は次のとおりです。

東京会場（総評会館）	 119	 （108）名
福岡会場（リファレンス大博多ビル）	 36	 （49）名
大阪会場（大阪国際交流センター）	 99	 （94）名
札幌会場（かでる２・７）	 26	 （25）名
名古屋会場（名古屋ＩＭＹビル）	 149	 （142）名

（　）内は昨年の参加者数
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教えて衛生管理！
～冷蔵・冷凍庫内の汚染防止対策について～

株式会社　町田予防衛生研究所

教えて衛生管理！
～冷蔵・冷凍庫内の汚染防止対策について～

厨房は 1 つ 1 つ違う作りになっています。理想的な衛生管理をイメージしても、必ずしもその通りには行えないこ

とが多々あります。

　今月からは、飲食店や給食施設、スーパーのバックヤードなど、年間 500 施設以上を衛生点検巡回している衛生

コンサルタントがお客様とコミュニケーションを取りながら改善提案を行ってきた内容をお伝えしていきます。

　実際に業務従事している方や衛生指導を行っている方々の参考にしていただけると幸いです。

　

食品の保管は、品質保持と食中毒予防のために必要に応じて冷蔵・冷凍庫に入れて保管しますが、その際にも配置

に注意が必要で、配置が誤ると食品間で汚染してしまう場合があります。

では、どのようなことに注意すればいいのでしょうか？まず始めに、知ってほしい事は、食中毒菌に汚染されてい

る恐れのある食品は何なのかです。原材料由来で元々食中毒菌が付着している恐れがある主な食品（汚染度が高い）

として、生肉・生魚・生卵・泥付き野菜などが挙げられます。　

【汚染度の高い食材に付着している可能性がある食中毒菌】

【冷蔵庫内における理想的な食品の定置管理】

　

　

　従って、汚染度の高い生肉・生魚・生卵は棚の最下段で保管し、サラダ・刺身・加熱調理済み品など、そのまま

食べる食品は上段に保管する、といった食品の汚染度に合わせて、置く場所を定める事が食品間の交差汚染を起こ

さないためには必要となります。

　また、区分けする容量がなく詰め込まざる得ない場合は、イレギュラー対応として 2 重に包む等して他の食品が

汚染を受けないようにしましょう。

　皆様の現場では食品の配置における交差汚染ついて、指導・教育を行っていますか？このような知識や理解がな

いと、都合がいい・作業効率がいいといった理由で、汚染の恐れのある配置になってしまうことも考えられます。

　作業のみでなく、なぜそうしなければならないのかも含めた衛生教育を従業員へ展開し、日々の管理に気を付け

ていきましょう。

冷蔵・冷凍設備が充実しており原材料を別に保管する容量がある施設は冷蔵・冷凍庫別で区分け、定位置での管理

ができるかと思いますが、多くの飲食店では調理品が多岐にわたり、同一冷蔵・冷凍庫内に様々な種類の食品を保

管される場合が多いと思います。

　その際に、冷蔵庫の上段に生肉や生魚を置いてしまうとドリップが落下した際、その下に置いてある食品を汚染

させてしまいます。また、隣接に置いている場合も出し入れの際や接触した際に汚染を受ける恐れがあります。

その中でもドリップが出やすい生肉・生魚の保管管理には特に注意が必要です。これらの食品は、そのまま食べられ

る食品、即ち、サラダや刺身、加熱調理済み品など、その後に加熱調理による『やっつける』工程がない食品

（汚染度の低い）と区分けして保管しないと、食中毒菌等を付着させてしまう恐れがあります。
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食品の保管は、品質保持と食中毒予防のために必要に応じて冷蔵・冷凍庫に入れて保管しますが、その際にも配置

に注意が必要で、配置が誤ると食品間で汚染してしまう場合があります。

では、どのようなことに注意すればいいのでしょうか？まず始めに、知ってほしい事は、食中毒菌に汚染されてい
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【汚染度の高い食材に付着している可能性がある食中毒菌】

【冷蔵庫内における理想的な食品の定置管理】

　

　

　従って、汚染度の高い生肉・生魚・生卵は棚の最下段で保管し、サラダ・刺身・加熱調理済み品など、そのまま

食べる食品は上段に保管する、といった食品の汚染度に合わせて、置く場所を定める事が食品間の交差汚染を起こ
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　作業のみでなく、なぜそうしなければならないのかも含めた衛生教育を従業員へ展開し、日々の管理に気を付け

ていきましょう。

冷蔵・冷凍設備が充実しており原材料を別に保管する容量がある施設は冷蔵・冷凍庫別で区分け、定位置での管理

ができるかと思いますが、多くの飲食店では調理品が多岐にわたり、同一冷蔵・冷凍庫内に様々な種類の食品を保

管される場合が多いと思います。

　その際に、冷蔵庫の上段に生肉や生魚を置いてしまうとドリップが落下した際、その下に置いてある食品を汚染

させてしまいます。また、隣接に置いている場合も出し入れの際や接触した際に汚染を受ける恐れがあります。

その中でもドリップが出やすい生肉・生魚の保管管理には特に注意が必要です。これらの食品は、そのまま食べられ

る食品、即ち、サラダや刺身、加熱調理済み品など、その後に加熱調理による『やっつける』工程がない食品
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株式会社フードケア
トータルケア事業部 営業部門 営業２課 

〒252-0143 神奈川県相模原市緑区橋本 4-19-16
Mail： info@food-care.co.jp

株式会社フードケア
学会分類２０２１の導入をフルサポートいたします！
　　
  介護食品の専業メーカーとして培った豊富な知識と経験を、貴社のセントラル
  キッチンへフィードバックいたします。

弊社所属の介護食シェフが直接お伺いし、
貴社の課題解決をお手伝いいたします。

１ 介護食シェフ

貴社の調理品を物性測定いたします。
定量評価をすることで、顧客満足度の向上や
クレーム対策に繋がります。

物性測定２

現場の課題解決に向けて、とろみ調整食品・ゲル化剤・栄養補助食品など、
貴社に最適な商品をご提案いたします。

最適な商品提案３

フードケアからの連絡をご希望の方はこちらから
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●賛助会員紹介
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2019年2月

開催！！

　来る2019年2月19日（火）～22日（金）、東京ビッグサイト・東1～7ホールで、当協会をはじめ公益社団法人日本給食
サービス協会、一般社団法人日本弁当サービス協会、一般社団法人日本能率協会と共催で、「第40回フード・ケータリン
グショー」を開催いたします。
　今回の開催規模は、1,000社／2,400小間、予定来場登録者数65,000名で、前回を上回る規模で開催する予定です。
　最新の出展者一覧・出展製品情報や各企画展示やセミナープログラム、事前登録はWEBをご覧ください。
※WEBで「HCJ」を検索してください。（⇒http://www.jma.or.jp/hcj/）

●開催日時：２月２1日（木）１４時～１６時（予定）
●開催会場：東京ビッグサイト・東棟（給食セミナー会場）
●参加方法：定員3００名、聴講無料、当日先着順
●プログラム：
　講師　調整中

　会期中、本展示会共催の日本給食サービス協会、日本弁当サービス協会や日本厨房工業会も主催セミナーを開催します。

[東棟・給食セミナー会場（東京ビッグサイト内）]
　●２月19日（火）　日本弁当サービス協会主催セミナー
　●２月20日（水）　日本給食サービス協会主催セミナー
　●２月２2日（金）　日本厨房工業会主催セミナー

[開催概要]
　■合同開催
　　第１9回厨房設備機器展（テーマ：食を支える厨房イノベーション）
　　第４7回国際ホテル・レストラン・ショー（テーマ：ホスピタリティ産業の新たな市場開拓に挑戦する）

　当協会も東2ホールに出展し、協会活動や会員紹介などと併せ、栄養士委員会が主体となって「管理栄養士・栄養士に
よる健康・食事相談コーナー」を開催いたします。前回（2018年2月）開催時には、1,230名の来場者のアンケート回答な
ど、大きな反響をいただきました。

日本メディカル給食協会ブースへ
ぜひお立ち寄りください！

下記の通り、２月２1日（木）に当協会主催セミナーを開催します。奮ってご参加ください。

●招待券のお申込み用紙は次のページにあります。

 その他　みどころ満載！　関連企画・セミナーも充実！

 「日本メディカル給食協会主催セミナー」（２／２1）開催！

 「管理栄養士・栄養士による健康・食事相談コーナー」（東2ホール）を開催！

セミナーも開催！
[テーマ]お役立ちの提案　～安全・安心・健康・おいしさを求めて～

2019年2月

開催！！

　来る2019年2月19日（火）～22日（金）、東京ビッグサイト・東1～7ホールで、当協会をはじめ公益社団法人日本給食
サービス協会、一般社団法人日本弁当サービス協会、一般社団法人日本能率協会と共催で、「第40回フード・ケータリン
グショー」を開催いたします。
　今回の開催規模は、1,000社／2,400小間、予定来場登録者数65,000名で、前回を上回る規模で開催する予定です。
　最新の出展者一覧・出展製品情報や各企画展示やセミナープログラム、事前登録はWEBをご覧ください。
※WEBで「HCJ」を検索してください。（⇒http://www.jma.or.jp/hcj/）

●開催日時：２月２1日（木）１４時～１６時（予定）
●開催会場：東京ビッグサイト・東棟（給食セミナー会場）
●参加方法：定員3００名、聴講無料、当日先着順
●プログラム：
　講師　調整中

　会期中、本展示会共催の日本給食サービス協会、日本弁当サービス協会や日本厨房工業会も主催セミナーを開催します。

[東棟・給食セミナー会場（東京ビッグサイト内）]
　●２月19日（火）　日本弁当サービス協会主催セミナー
　●２月20日（水）　日本給食サービス協会主催セミナー
　●２月２2日（金）　日本厨房工業会主催セミナー

[開催概要]
　■合同開催
　　第１9回厨房設備機器展（テーマ：食を支える厨房イノベーション）
　　第４7回国際ホテル・レストラン・ショー（テーマ：ホスピタリティ産業の新たな市場開拓に挑戦する）

　当協会も東2ホールに出展し、協会活動や会員紹介などと併せ、栄養士委員会が主体となって「管理栄養士・栄養士に
よる健康・食事相談コーナー」を開催いたします。前回（2018年2月）開催時には、1,230名の来場者のアンケート回答な
ど、大きな反響をいただきました。

日本メディカル給食協会ブースへ
ぜひお立ち寄りください！

下記の通り、２月２1日（木）に当協会主催セミナーを開催します。奮ってご参加ください。

●招待券のお申込み用紙は次のページにあります。

 その他　みどころ満載！　関連企画・セミナーも充実！

 「日本メディカル給食協会主催セミナー」（２／２1）開催！

 「管理栄養士・栄養士による健康・食事相談コーナー」（東2ホール）を開催！

セミナーも開催！
[テーマ]お役立ちの提案　～安全・安心・健康・おいしさを求めて～

2025

「管理栄養士・栄養士による健康・食事相談コーナー」を開催！

給食・厨房セミナー会場

“ホスピタリティ”とフードサービスの商談専門展示会

46

～持続的な食の価値向上を目指して～

　来る2025年2月4日（火）～7日（金）、東京ビッグサイト・東展示棟1～6・8ホールで、当協会をはじめ公益社団
法人日本給食サービス協会、一般社団法人日本弁当サービス協会、一般社団法人日本能率協会と共催で、「第46
回フード・ケータリングショー」を開催いたします。
　今回の開催規模は、850社／ 2,300小間、予定来場登録者数60,000名の規模で開催する予定です。
　最新の出展者一覧・出展製品情報や各企画展示やセミナープログラム、事前登録はWEBをご覧ください。
※WEBで「HCJ」を検索してください。（⇒https://jma-hcj.com/）

　当協会も出展し、協会活動や会員紹介などと併せ、栄養士委員会が主体となって「管理栄養士・栄養士による健康・
食事相談コーナー」を開催いたします。前回（2024年2月）開催時には、1,296名のご来場があり大きな反響を
いただきました。

「日本メディカル給食協会主催セミナー」（2／6）開催！

第25回厨房設備機器展
第53回国際ホテル・レストラン・ショー

●案内状のお申込み方法は、1月号に掲載します。

●2月4日（火）　日本弁当サービス協会主催セミナー
●2月5日（水）　日本給食サービス協会主催セミナー
●2月4日（火）～ 7日（金）　日本厨房工業会主催セミナー

　　下記の通り、2月6日（木）に当協会主催セミナーを開催します。奮ってご参加ください。
　●開催日時：2月6日（木）13：20～ 15：20
　●開催会場：東京ビッグサイト（給食・厨房セミナー会場）
　●参加方法：定員200名（予定）、聴講無料、事前登録制（12月頃受付開始）
　●プログラム：「2025年、勝ち残る給食会社が取り組む業績アップ手法（仮）」

（株）日本給食業経営総合研究所
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　第15回治療食等献立・調理技術コンテストにおきまして、厚生労働大臣賞を受賞されました富

士産業株式会社の選手の皆様はじめ、各賞を受賞されました選手の皆様、おめでとうございます。

そして大会会場をご提供くださいました大阪夕陽丘学園短期大学様、大会運営に携わられました

すべての皆様のご尽力に、協会会員会社の一人として感謝申し上げます。

　「隙あらば（調理台の空きスペースを）すぐ使うなぁ～」とチーム内での明るい争奪戦？もありつ

つ、声を掛け合い、テンポよく仕上げていく選手の姿。暑くとも爽やかな夏だったのではないでし

ょうか。

　時を同じくして、パリオリンピック・パラリンピックでの日本選手の活躍も光りました。中でも私

が注目していたのが車いすラグビーです。見事金メダルを獲得されたことで、さらに認知されるこ

とになったスポーツの一つではないかと思います。素人ですが、チーム編成について少しご紹介し

たいと思います。

　日本車いすラグビー連盟によりますと、

①１チーム４人、選手交代に制限はない

②障がいの程度により点数がつけられており、４人の持ち点の合計が８点以下になるようにチ

ームを編成する

　とあります。持ち点は、筋力テスト・体幹機能テスト・動作の機能テスト・競技観察を実施して

0.5 ～3.5点で決定され、障がいが軽い選手ほど持ち点が高く、女性選手が加わる場合は、持

ち点の合計に0.5点が追加されるということです。

　車いすラグビーに出場できる障がいの対象は決まっているようですが、男女、障がいの違いに

関わらず、チーム参加できるスポーツなのです。

　私たちの給食業界も例に漏れず、持ち点こそありませんが、毎日のシフトを組むことと同じ感覚

かもしれません。円滑に食事を提供する（試合に勝つ）ために、個々の役割や労働条件（持ち点）

などを考慮しながら、人件費の予算（４人で合計８点）以下になるようにチームを編成する、そし

て資格の有無、経験に関わらず、誰もがチーム参加できる業界であることも強調しておきたいとこ

ろです。

　コンテスト大会当日にはスタッフとして参加させていただきました。限られた競技時間、１分１秒

も無駄にできない中、「ここ、手を切らないように気をつけてください」と丁寧に空き缶を渡してく

ださった選手の方、ありがとうございました。表彰式では受賞された選手の皆さんが、支えてくだ

さった方々への感謝の言葉を伝えられていましたが、大会を通しての選手の皆さんの心配りも素晴

らしかったです。これからの益々のご活躍を心よりお祈り申し上げます。

明子

編集後記
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当協会のホームページがスマートフォンからも
ご覧いただけるようになりました。

研修・講習会の情報・機関誌が更に見やすくな
っております。 特に、お問合せの多い研修・講
習会の日程もかんたんにチェックできるように
なりました。
ぜひ、スマートフォンからもアクセスください。

スマートフォンで
ホームページを

ご覧いただけるように
なりました！

日本メディカル給食協会



① 組織、管理運営に関する事項
② 従事者の教育・研修に関する事項
③ 従事者の健康管理に関する事項
④ 施設・設備及び食器に関する事項
⑤ 従事者の勤務状況、業務日誌等の記録に関する事項
⑥ 業務案内書、標準作業書に関する事項
⑦ 患者・家族との対応に関する事項
⑧ 代行保証に関する事項

☑ 充実した認定基準、調査・審査体制
・専門家による実地調査と改善指導も行う調査体制。
・医療関連団体等の有識者で構成する第三者評価による厳格な認定審査。

☑ さらなるレベルアップを目指して…
・法令改正や社会情勢・環境等の変化に伴い、新しい要件の追加など適時見直し改善。
・3年毎（新規は2年）の厳格な審査により認定を更新。

☑ サービスマーク活用のメリット
・委託先の適否を判断する有力な手段。
・安定的で良質なサービスの確保。

　※サービスマーク認定事業者の最新情報は、当振興会ＨＰ（https://ikss.net）でご覧になれます。
　※「医療関連サービス NAVI」（http://www.medos-navi.or.jp）では、医療関連サービス事業者の
　　詳細な情報を提供しています

TEL：03（3238）1861（代） FAX：03（3238）1865 

　　医療関連サービス振興会では、医療関連サービスの健全な発展に資することを目的として「医療関連サ
　ービスマーク」の認定を年３回（６月、１０月、２月）行っております。

　について、厚生労働省令で定める基準にさらに良質で安定したサービスの提供に必要な要件を加えた独自
　の「認定基準」を定め、基準を満たす事業者（院内調理）・調理加工施設（院外調理）に対し、医療関連
　サービスマークの認定を行っています。

　　サービスの提供体制等として

　　医療法第１５条の３第２項及び同法施行令第４条の７第２号で、医療機関の管理者は病院における患者、
　妊婦、産婦又はじょく婦の食事の提供の業務を委託しようとするときは、当該業務を適正に行う能力のあ
　るものとして厚生労働省令で定める基準に適合するものに委託しなければならないと規定しています。

一般財団法人　医療関連サービス振興会
〒102-0073 東京都千代田区九段北1丁目11番11号 第2フナトビル3F

院内調理
患者等給食

院外調理
患者等給食

安心と信頼の目印

サービスマーク認定については次の体制で運営しています
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